
『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
考

・
東
大
寺
僧
覚
樹
説
を
め
ぐ
っ
て

高

橋

出貝

は
 
じ
 
め
 
に

 
周
知
の
通
り
、
平
安
時
代
後
期
を
代
衷
す
る
説
話
集
に
『
今
昔
物
語
集
』
 
（

以
下
「
今
昔
』
と
略
称
を
用
い
る
）
が
あ
る
。
『
今
昔
」
の
撰
者
を
め
ぐ
っ
て

こ
れ
ま
で
先
学
の
研
究
者
が
様
々
な
仮
説
や
試
論
を
提
出
し
て
い
る
が
、
現
在

ま
だ
確
定
的
な
説
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
昨
年
（
昭
和
五
十
年
十
月
）
「
国
語
国

文
」
四
四
巻
一
〇
号
誌
上
で
、
酒
井
憲
二
氏
（
「
伴
信
友
の
鈴
鹿
本
今
昔
物
語

集
研
究
に
導
か
れ
て
」
）
が
貴
重
な
発
言
を
さ
れ
た
。
即
ち
酒
井
氏
は
伴
書
下

の
『
今
昔
』
研
究
に
関
連
し
て
現
存
『
今
昔
』
の
祖
忌
で
あ
る
鈴
鹿
本
を
調
査

さ
れ
た
結
果
、
鈴
鹿
本
に
「
一
．
見
回
南
井
坊
内
宮
六
丸
」
等
と
書
か
れ
た
端
端

の
書
入
れ
を
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
氏
は
鈴
鹿
本
が
東
大

寺
で
書
写
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
「
今
昔
』
撰
者
と
し
て
は
、
故
片
寄

正
義
氏
（
今
昔
物
語
集
の
研
究
上
）
の
指
摘
に
よ
る
東
大
寺
東
南
院
の
僧
覚
樹

が
も
っ
と
も
相
応
し
か
る
べ
き
条
件
を
備
え
た
人
と
推
定
さ
れ
た
。

 
右
の
酒
井
氏
の
説
に
対
し
て
馬
淵
和
夫
氏
（
「
今
昔
物
語
集
の
成
立
」
日
本

古
典
文
学
全
集
月
報
5
1
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
は
早
く
も
賛
意
を
表
さ
れ
た

が
、
一
方
今
年
（
昭
和
五
十
一
年
）
⊥
ハ
月
の
説
話
文
学
会
大
会
（
会
場
校
は
早

稲
田
大
学
）
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
「
今
昔
物
語
集
の
成
立
を
め
ぐ
っ

て
」
）
で
、
講
師
三
人
（
池
上
洵
一
・
今
野
達
・
今
成
元
昭
の
各
氏
）
の
う
ち

池
上
・
今
野
両
氏
が
こ
の
詩
題
を
と
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
た
。

 
池
上
氏
の
論
点
-
酒
井
氏
の
東
大
寺
僧
撰
者
説
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
、
『
今
昔
』
に
は
天
台
宗
的
な
色
合
い
が
あ

る
。
例
え
ば
巻
六
・
七
の
説
話
配
列
は
天
台
宗
の
五
時
説
に
よ
っ
て
い
る
。

2
、
地
名
を
こ
ま
か
く
説
明
、
記
述
す
る
の
は
京
都
・
叡
山
周
辺
に
限
ら
れ

る
。
3
、
 
『
今
昔
』
と
近
い
伝
承
関
係
に
あ
る
打
聞
集
は
叡
山
に
関
係
が
あ

る
。
4
、
三
国
伝
記
は
『
今
昔
」
が
資
料
と
し
た
も
の
を
見
て
い
る
。
三
国
伝

記
の
撰
者
は
天
台
僧
で
あ
る
。

 
今
野
氏
の
論
点
一
覚
樹
説
に
対
す
る
疑
問
点
の
一
、
『
今
昔
』
撰
者
は
東
大

寺
の
大
仏
の
高
さ
を
知
ら
な
い
。
2
、
宇
治
大
納
言
物
語
を
予
想
し
な
け
れ
ば

『
今
昔
』
の
典
拠
は
解
決
で
き
な
い
。
3
、
 
『
今
昔
』
成
立
の
上
限
は
、
俊
秘

抄
と
の
影
響
関
係
か
ら
＝
二
〇
年
。
4
、
 
「
今
昔
』
の
撰
者
は
鳥
羽
僧
正
覚

盲
あ
た
り
で
は
な
い
か
。

 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
で
何
人
か
の
方
（
酒
井
・
馬
淵
・
黒
部
通
善
・
国
東
文

磨
・
益
田
勝
実
の
各
氏
）
が
発
言
さ
れ
た
が
、
司
会
の
小
泉
弘
氏
の
指
名
を
受

け
て
私
も
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
。
1
、
結
果
的
に
は
東
大
寺
僧
が
撰
者
で
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『
今
昔
物
語
集
『
撰
者
考
 
1
東
大
寺
僧
覚
樹
説
を
め
ぐ
っ
て
ー



あ
っ
て
も
よ
い
が
、
裏
付
け
る
調
査
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
2
、
東
大
寺
僧

が
撰
者
と
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
疑
問
点
が
残
る
。
a
、
『
今
昔
』
の
寺
院

争
い
の
話
は
大
部
分
が
比
叡
山
に
関
係
が
あ
る
。
b
、
華
厳
聖
が
法
華
聖
に
破

れ
る
話
が
あ
る
が
、
撰
者
が
東
大
寺
僧
な
ら
、
こ
の
話
は
避
け
た
の
で
は
な
い

か
。
c
、
『
今
昔
』
は
日
本
霊
異
記
の
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
話
を
と
り
上
げ
な
が

ら
、
良
弁
僧
正
が
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
話
を
と
り
上
げ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

d
、
七
大
寺
巡
礼
私
記
・
東
大
寺
要
録
所
収
の
著
名
な
東
大
寺
関
係
話
と
同
じ

話
を
『
今
昔
』
で
と
り
上
げ
な
い
。
e
、
覚
樹
は
村
上
源
氏
出
身
で
あ
る
が
、

『
今
昔
」
に
は
村
上
源
氏
の
話
が
少
な
い
。
f
、
撰
者
を
東
大
寺
僧
と
仮
定
す

る
な
ら
ば
、
覚
樹
よ
り
も
弟
子
の
覚
鍵
の
方
が
よ
く
は
な
い
の
か
（
試
論
に
過

ぎ
な
い
が
）
。

 
以
下
そ
の
時
に
述
べ
た
私
の
論
点
を
も
う
少
し
こ
ま
か
く
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。

一
、

 
池
上
・
今
野
両
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
鈴
鹿
本
『
今
昔
』
が
東
大
寺
で

書
写
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
酒
井
氏
の
大
さ
な
功
績
で
あ
る
。
た

レ
か
に
『
今
昔
』
成
立
の
時
点
に
一
歩
接
近
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
『
今

昔
」
そ
の
も
の
の
撰
者
を
直
ち
に
東
大
寺
僧
と
す
る
こ
と
は
ま
だ
時
期
尚
早
の

感
が
あ
る
。
最
終
的
に
東
大
寺
僧
が
撰
者
で
あ
っ
て
も
裏
づ
け
の
検
討
が
必
要

で
あ
め
、
撰
者
を
東
大
寺
僧
と
設
定
し
た
場
合
で
の
『
今
昔
』
内
部
に
含
ま
れ

て
い
る
疑
問
点
、
矛
盾
点
を
解
明
し
、
前
進
す
る
心
要
が
あ
る
。

 
『
今
昔
』
撰
者
を
東
大
寺
僧
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
ろ
う

か
。
前
述
の
池
上
・
今
野
両
氏
が
指
摘
さ
れ
た
点
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
以

下
「
今
昔
』
本
朝
部
の
話
を
調
べ
た
こ
と
に
よ
っ
て
私
の
気
の
つ
い
た
点
に
つ

い
て
述
べ
る
。

 
1
、
話
の
申
に
東
大
寺
に
つ
い
て
強
調
す
る
箇
所
が
あ
る
。

 
a
、
巻
二
十
第
四
「
祭
二
天
狗
一
僧
、
参
二
内
裏
一
現
被
・
詩
語
」
は
円
融
天
皇

が
病
気
の
時
、
高
山
の
聖
人
を
召
し
て
加
持
さ
せ
る
と
間
も
な
く
平
癒
し
売
。

と
こ
ろ
が
こ
の
聖
人
は
実
は
天
狗
を
祭
る
法
師
で
あ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
ρ

聖
人
を
紹
介
す
る
箇
所
は
「
人
有
テ
奏
テ
云
ク
、
『
東
大
寺
ノ
南
三
局
山
ト
云

フ
含
有
リ
。
其
許
二
仏
道
ヲ
修
行
シ
テ
、
久
ク
住
ス
ル
聖
人
有
ナ
リ
。
 
（
以
下

省
略
）
』
」
と
あ
る
。
こ
の
話
の
直
接
の
典
拠
と
な
っ
た
文
献
は
不
明
で
あ

る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
」
等
で
は
参
考
資
料
と
し
て
日
本
下

略
・
扶
桑
略
記
の
記
事
を
掲
げ
る
。
両
者
は
聖
人
に
つ
い
て
「
大
和
国
高
山
寺

聖
人
正
祐
」
 
（
丈
競
）
、
「
子
・
時
有
二
香
山
聖
人
こ
 
（
略
記
）
と
記
す
。
一

方
『
今
昔
』
は
高
山
（
香
具
山
）
を
わ
ざ
わ
ぎ
東
大
寺
の
南
と
こ
と
わ
る
。
わ

ざ
わ
ざ
こ
と
わ
る
理
由
は
何
か
、
ま
た
こ
と
わ
っ
た
人
は
だ
れ
か
一
『
今
昔
』

撰
者
か
、
あ
る
い
は
『
今
昔
」
に
こ
の
話
を
と
り
入
れ
る
前
の
資
料
か
伝
承
の

段
階
で
す
で
に
こ
の
よ
う
に
あ
っ
た
の
か
一
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ

の
よ
う
に
こ
と
わ
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
東
大
寺
を
意
識
し
て
の
こ
と
わ

り
と
あ
る
い
は
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
b
、
巻
二
十
第
四
十
三
「
依
二
勘
文
「
左
右
大
将
可
レ
慎
、
枇
杷
大
臣
不
・
慎

語
」
は
、
枇
杷
左
大
臣
仲
平
が
左
大
将
の
時
「
月
が
大
将
の
星
を
犯
す
」
と
い

う
勘
文
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伸
平
は
祈
薦
を
行
な
わ
な
か
っ
た
話
で

あ
る
。
話
中
に
仲
平
の
祈
り
の
師
法
蔵
僧
都
が
登
場
す
る
。
法
蔵
に
つ
い
て
『

今
昔
』
は
「
東
大
寺
ノ
法
蔵
僧
都
ハ
左
大
将
ノ
祈
ノ
師
也
。
然
レ
バ
、
法
蔵
僧

都
ハ
東
大
寺
ノ
僧
也
。
」
と
記
す
。
こ
の
話
は
宇
治
拾
遣
物
語
第
一
八
三
（
巻
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十
四
第
九
）
「
大
将
つ
㌧
し
み
の
事
」
・
に
受
話
が
あ
る
が
、
 
「
東
大
寺
の
法
蔵

僧
都
は
、
こ
の
左
大
将
の
御
祈
り
の
師
也
。
」
と
あ
っ
て
、
・
『
今
昔
』
後
半
部

の
「
然
レ
バ
」
云
々
の
一
文
は
な
い
。
『
今
昔
』
は
先
行
の
資
料
か
ら
話
を
引

用
す
る
時
、
登
場
人
物
等
に
対
し
て
説
明
文
を
付
加
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の

点
か
ら
推
測
す
る
と
、
後
半
部
の
一
文
も
『
今
昔
』
撰
者
に
よ
る
付
加
文
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
一
文
は
、
法
蔵
が
東
大
寺
僧
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
。
こ
の
一
文
は
『
今
昔
』
撰
者
が
意
識
し
て
付
加
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
東

大
寺
を
意
識
し
て
の
一
文
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
c
、
巻
十
九
第
二
十
三
「
般
若
寺
覚
縁
律
師
弟
子
僧
、
信
二
師
遺
言
一
語
」
は
、

般
若
寺
の
黒
縁
律
師
が
臨
終
の
時
、
弟
子
公
評
に
寺
を
譲
っ
た
。
覚
縁
の
没
後

他
の
弟
子
達
は
他
の
寺
々
に
移
る
が
、
公
円
だ
け
は
寺
を
守
り
通
し
た
話
で
あ

る
。
弟
子
達
が
他
の
寺
々
に
移
る
部
分
を
『
今
昔
』
は
「
励
ム
デ
住
ツ
ル
弟
子

ノ
君
達
モ
、
或
ハ
東
大
寺
二
行
キ
、
或
ハ
［
口
三
行
ナ
ド
シ
テ
散
々
駒
繋
ヌ
レ

バ
（
以
下
省
略
）
」
と
記
し
、
東
大
寺
を
諸
寺
ノ
代
表
と
見
る
。
こ
の
話
の
直

接
の
典
拠
は
不
明
な
の
で
、
こ
の
一
文
が
話
の
作
ら
れ
た
始
め
か
ら
あ
っ
た
の

か
、
『
今
昔
』
に
と
り
入
れ
る
段
階
で
付
加
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
・

少
な
く
と
も
こ
の
話
に
右
の
一
文
を
入
れ
た
人
に
と
っ
て
は
東
大
寺
を
諸
寺
の

代
表
と
み
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
右
の
三
例
の
う
ち
b
の
一
文
は
・
『
今
昔
』
撰
者
に
よ
る
付
加
文
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
a
、
c
は
『
今
昔
」
撰
者
に
よ
る
付
加
文
と
は
必
ず
し
も
い
え

な
い
。
た
だ
し
間
接
的
に
は
撰
者
の
何
か
の
意
識
が
反
映
し
た
と
見
る
こ
と
は

で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
『
今
昔
』
撰
者
が
も
し
東
大
寺
僧
と
仮
定
し
た
場
合
、

右
の
三
例
に
は
東
大
寺
に
対
し
て
の
撰
者
の
意
識
の
反
映
が
あ
っ
た
と
い
う
一

つ
の
証
拠
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
考
 
-
東
大
寺
僧
覚
樹
説
を
め
ぐ
っ
て
一

 
2
、
 
『
今
昔
」
に
は
、
現
存
し
な
い
南
都
系
の
資
料
が
使
わ
れ
て
い
た
形
跡

が
あ
る
。

 
今
日
ま
で
の
『
今
昔
』
出
典
研
究
に
よ
っ
て
、
『
今
昔
』
各
話
の
出
典
と
な

っ
た
資
料
が
指
摘
さ
れ
、
明
確
に
な
っ
て
来
て
い
る
が
、
一
方
『
今
昔
』
撰
者

が
使
用
し
た
は
ず
の
出
典
の
う
ち
、
散
概
し
て
現
存
し
な
い
資
料
も
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
南
都
系
の
資
料
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
南
都
系
の

資
料
か
ら
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
形
跡
が
『
今
昔
』
の

中
に
見
出
さ
れ
る
ゆ
そ
の
幾
つ
か
を
左
に
示
す
。

 
a
、
巻
十
一
第
十
三
「
聖
武
天
皇
、
懸
造
二
東
大
寺
一
語
」
は
、
聖
武
天
皇
が

東
大
寺
を
建
立
し
た
時
、
金
が
不
足
し
た
の
で
、
良
弁
僧
正
に
祈
ら
せ
る
と
陸

奥
国
か
ら
砂
金
を
献
上
し
た
話
で
あ
る
。
こ
の
話
の
同
・
類
話
は
日
本
古
典
文

学
大
系
・
日
本
古
典
文
学
全
集
等
の
注
の
よ
う
に
、
三
宝
絵
詞
巻
下
・
東
大
寺

要
録
巻
二
・
七
大
寺
巡
礼
私
記
等
に
あ
る
。
 
『
今
昔
』
撰
者
は
こ
の
話
を
記
す

場
合
に
三
宝
絵
詞
を
参
照
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
三
宝
絵
詞
だ
け
に
は
よ
っ

て
い
な
い
。
他
の
資
料
に
よ
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
三
宝
絵
詞
等
に
よ

る
と
、
'
こ
の
話
は
元
来
、
東
大
寺
の
記
文
、
或
日
記
等
現
存
し
な
い
資
料
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
ゆ
ま
た
七
大
寺
巡
礼
私
記
に
「
古
老
伝
云
」
と
あ
る
こ

と
に
よ
る
と
、
こ
の
話
は
口
伝
も
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
と
、
『

今
昔
』
撰
者
は
こ
の
話
の
一
部
を
三
宝
絵
詞
に
よ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
他

に
現
存
し
な
い
資
料
、
特
に
東
大
寺
関
係
の
資
料
（
あ
る
い
は
口
伝
、
ま
た
は

口
伝
を
記
録
し
た
も
の
）
に
よ
う
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
b
、
巻
十
二
第
七
「
於
二
東
大
寺
一
行
二
花
厳
会
一
語
」
は
、
東
大
寺
大
仏
の
開

眼
供
養
の
日
に
鯖
売
り
の
翁
を
読
師
に
し
た
と
こ
ろ
翁
は
化
人
で
あ
っ
た
。
毎

年
そ
の
日
に
華
厳
会
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
話
で
あ
る
。
同
類
話
は
東
大
寺

、
（47）



，
要
録
巻
二
・
建
久
御
巡
礼
記
・
古
事
談
巻
三
・
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
〇
三
（
巻

八
第
五
）
等
に
あ
る
。
『
今
昔
』
と
こ
れ
ら
の
諸
書
の
話
と
は
内
容
に
違
い
が
．

大
き
い
の
で
伝
承
系
統
は
異
な
る
。
と
こ
ろ
で
建
久
御
巡
礼
記
．
古
事
談
で
は

こ
の
話
の
前
に
「
古
老
伝
云
」
と
あ
る
の
で
、
元
来
こ
の
話
は
古
老
等
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
『
今
昔
』
の
話
の
直
接
の
出
典
は
不

明
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
『
今
昔
」
の
話
は
東
大
寺
関
係
者
に
よ
る

口
伝
、
あ
る
い
は
口
伝
を
記
録
し
た
も
の
に
よ
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
。

 
 
 
 
 
 
 
ヘ

 
一
。
、
巻
十
九
第
三
十
一
「
燭
屡
、
報
二
高
麗
僧
道
登
恩
一
語
」
は
、
高
麗
僧
道

登
が
従
者
の
童
に
道
端
に
捨
て
ら
れ
て
あ
っ
た
燭
膿
を
木
の
上
に
置
か
せ
た
と

こ
ろ
、
燭
骸
が
童
に
恩
返
し
た
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
諸
書
の
注
の
よ
う
に
日

本
霊
異
零
墨
上
第
十
二
「
人
畜
所
・
履
燭
指
命
収
藍
鼠
霊
表
一
而
現
黒
縁
」
に
同

相
が
あ
っ
て
、
『
今
昔
』
は
『
霊
異
記
』
伽
ら
こ
の
話
を
引
用
し
た
と
し
て
さ

し
つ
か
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
『
誉
者
』
は
『
霊
異
記
」
か
ら
引
用
し
た
話
に
続

け
て
、
話
末
に
道
登
が
宇
治
橋
を
造
っ
た
時
、
天
人
が
助
力
し
た
話
を
付
加
す

る
。
こ
の
話
末
の
話
は
『
霊
異
記
』
に
は
な
い
。
こ
の
箇
所
は
日
本
古
典
文
学

全
集
の
注
の
よ
う
に
、
『
霊
異
記
』
以
外
の
伝
承
、
あ
る
い
は
資
料
に
よ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
 
『
今
昔
』
撰
者
が
東
大
寺
の
僧
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な

道
登
に
関
す
る
話
が
南
部
で
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
話
を
撰
者
が
と
り
入
れ
た

と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

二
、

 
『
今
昔
』
各
話
を
検
討
す
る
と
、
右
で
見
た
よ
う
に
東
大
寺
僧
撰
者
説
を
援

護
す
る
証
拠
も
あ
る
。
そ
れ
で
は
『
今
昔
』
に
は
右
の
一
．
2
の
よ
う
な
証
拠

が
多
い
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
．
む
し
ろ
疑
問
点
・
矛

盾
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
次
に
撰
者
を
東
大
寺
僧
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
疑
問
点
が
生
じ
る
か
を
検
討
す
る
。

 
3
、
東
大
寺
関
係
の
記
事
で
誤
ま
り
、
あ
る
い
は
混
同
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

 
a
、
右
の
2
b
で
と
り
上
げ
た
が
、
巻
十
二
第
七
の
話
で
、
東
大
寺
大
仏
開

眼
供
養
の
日
を
『
今
昔
」
は
天
平
勝
宝
四
年
三
月
十
四
日
と
し
、
以
後
毎
年
こ

の
日
に
華
．
厳
会
を
行
な
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
開
眼
供
養
の
日
は
、
日
本
古
典

文
学
全
集
の
注
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
四
月
九
日
が
正
し
い
（
続
日
本
紀

・
東
大
寺
要
録
巻
雲
）
。
な
お
東
大
寺
華
厳
会
は
毎
年
三
月
十
四
日
に
行
な
わ

れ
る
（
東
大
寺
要
録
・
建
久
御
巡
礼
記
）
の
で
、
撰
者
は
大
仏
開
眼
供
養
の
日

と
華
厳
会
開
催
日
と
を
混
同
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
東
大
寺
要
録
に
よ
る
と

鯖
売
り
翁
の
事
件
は
開
眼
供
養
の
日
の
こ
と
と
す
る
説
と
華
厳
会
の
最
初
の
日

の
こ
と
と
す
る
説
と
の
両
説
が
あ
っ
た
。
 
『
今
昔
』
が
開
眼
供
養
の
日
を
三
月

十
四
日
と
し
た
理
由
の
一
つ
に
は
右
の
よ
う
な
両
説
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
に

」
あ
ろ
う
が
、
撰
者
が
東
大
寺
僧
で
あ
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
開
眼
供
養
の
日
と
華

厳
会
の
日
と
を
混
同
す
る
ご
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
b
、
今
野
氏
の
指
摘
に
も
あ
っ
た
が
、
巻
十
一
第
十
三
「
聖
武
天
皇
、
始
造
二

東
大
寺
一
語
」
の
話
の
始
め
の
東
大
寺
大
仏
の
座
高
に
つ
い
て
記
す
箇
所
が
「
聖

武
天
皇
、
東
大
寺
ヲ
造
言
フ
、
銅
ヲ
以
テ
居
長
［
U
丈
ノ
落
窪
那
仏
ヲ
鋳
サ
セ

給
ヘ
リ
。
」
と
あ
っ
て
、
欠
字
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
欠
字
は
諸
本
共
通
な
の

で
原
本
で
の
意
識
的
欠
字
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
大
仏
の
座
高
億
諸
書
に
よ

っ
て
相
違
は
あ
る
が
、
東
大
寺
要
録
巻
二
・
扶
桑
略
記
抄
二
は
弓
丈
三
尺
五
寸

と
す
る
。
東
大
寺
僧
、
特
に
覚
樹
な
ら
ば
当
然
座
高
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
東
大
寺
別
当
次
第
に
よ
る
と
、
天
治
元
年
（
＝
二
四
）
六
月
、
覚
樹
は

（48）



、

東
大
寺
大
仏
殿
の
諸
仏
を
修
理
し
て
い
る
。

 
c
、
巻
十
四
第
一
「
為
レ
救
一
一
無
空
律
師
一
枇
杷
大
臣
写
二
法
花
一
語
」
は
、
無

空
律
師
が
銭
を
天
井
に
隠
し
て
お
い
た
た
め
死
後
蛇
に
生
ま
れ
た
話
で
あ
る
。

話
の
始
め
に
無
空
に
つ
い
て
「
比
叡
ノ
山
二
無
空
律
師
ト
云
フ
人
里
ケ
リ
」
之

記
す
。
即
ち
『
今
昔
』
で
は
無
爵
を
叡
山
僧
と
す
る
。
こ
の
話
は
日
本
往
生
極

楽
記
と
大
日
本
国
法
華
経
験
記
巻
上
に
あ
っ
て
、
『
今
昔
』
は
こ
の
話
を
両
書

（
あ
る
い
は
両
書
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
）
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
両
書
は
無
空
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
な
い
。
「
律
師
無
空
」
と

あ
る
だ
け
で
あ
る
。
無
罪
は
『
極
楽
記
』
『
今
昔
』
関
係
の
諸
書
の
注
の
よ
う

に
、
真
言
宗
系
の
僧
で
あ
っ
て
、
中
で
も
僧
綱
補
任
（
延
喜
十
六
年
条
）
．
元

亨
釈
書
巻
十
九
は
、
無
空
に
つ
い
て
「
真
言
宗
、
東
大
寺
、
内
供
労
、
橘
氏
」

（
補
任
）
、
 
「
釈
無
空
虚
橘
氏
、
居
二
東
大
寺
一
、
学
一
一
密
教
「
又
修
二
念
仏
一
」
 
（

竹
葦
）
と
し
て
東
大
寺
に
も
住
し
て
い
た
と
す
る
。
、
『
今
昔
』
が
無
熱
を
な
ぜ

叡
山
僧
と
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
撰
者
が
東
大
寺
僧

で
み
る
な
ら
ば
、
当
然
皆
空
を
東
大
寺
に
関
係
あ
る
僧
と
し
て
扱
っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
無
事
に
つ
い
て
は
知
辱
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
叡
山
僧
と
わ
ざ
わ
ざ
こ

と
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

 
4
、
巻
十
三
第
三
十
九
の
場
合

 
巻
十
三
第
三
十
九
「
出
雲
国
花
厳
法
花
二
人
持
者
語
」
は
、
華
厳
経
の
持
者
法

厳
の
も
と
に
護
法
善
神
が
毎
日
食
事
を
持
っ
て
来
た
。
あ
る
時
法
華
経
の
持
下

欄
蔵
を
食
事
に
招
い
た
が
、
法
華
守
護
の
聖
衆
等
に
妨
げ
ら
れ
て
護
法
善
神
が

近
寄
れ
な
か
っ
た
話
で
、
華
厳
経
に
対
す
る
法
華
経
の
優
位
を
説
く
。
次
の
第

四
十
・
四
十
一
も
同
…
様
の
主
題
の
話
で
、
，
法
華
・
経
が
最
勝
王
経
や
金
剛
般
若
経

よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
説
く
ゆ
三
話
と
も
大
日
本
国
法
華
経
験
記
に
同
話
が
，

『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
考
 
一
東
大
寺
僧
覚
樹
説
を
め
ぐ
っ
て
一

あ
る
が
『
今
昔
』
は
三
話
と
も
『
験
記
』
か
ら
引
用
し
た
と
し
て
さ
し
つ
か
え

な
い
。
一
方
東
大
寺
は
華
厳
宗
の
総
本
山
で
あ
る
。
．
『
今
昔
』
で
も
前
述
の
巻

十
二
第
七
は
東
大
寺
華
厳
会
に
つ
い
て
扱
う
。
し
か
も
巻
十
二
第
七
は
大
仏
の

開
眼
供
養
の
期
日
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
る
。
ま
た
巻
十
三
第
三
十
九
に
つ
い
て

述
べ
る
と
、
法
華
経
を
華
厳
経
よ
り
優
位
に
あ
る
と
説
く
。
こ
の
話
は
『
験
記
』

か
ら
引
用
し
た
話
で
あ
る
が
、
も
し
『
今
昔
』
撰
者
が
東
大
寺
僧
で
あ
る
な
ら

ば
こ
の
話
は
引
用
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
5
、
寺
院
争
い
の
話
を
め
ぐ
っ
て

 
平
安
時
代
中
期
に
な
る
と
寺
院
間
に
お
け
る
闘
争
が
頻
発
す
る
。
こ
の
影
響

を
受
け
て
『
今
昔
』
に
も
寺
院
問
の
争
い
を
反
映
し
た
話
や
箇
所
が
あ
る
。
主

な
話
と
箇
所
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

 
巻
十
一
第
十
二
「
智
証
大
師
、
亘
・
早
良
二
顕
蜜
法
一
帰
来
語
」
は
心
証
大
師

円
珍
が
渡
離
し
て
顕
密
の
法
を
学
ん
で
日
本
に
伝
え
た
話
で
あ
る
。
話
末
に
「

其
後
、
我
ノ
門
徒
ヲ
立
テ
、
顕
蜜
ノ
法
ヲ
弘
メ
置
ク
。
其
流
レ
、
仏
法
繁
昌
ニ

シ
テ
雲
華
盛
り
也
。
但
シ
、
慈
覚
ノ
門
徒
ト
異
ニ
シ
テ
常
二
争
フ
事
有
り
。
其

レ
、
天
竺
・
震
旦
ニ
モ
蓋
然
ル
事
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
」
と
記

す
。 

巻
十
一
第
十
五
「
聖
武
天
皇
、
始
造
三
兀
興
寺
一
語
」
は
、
生
天
国
の
長
元
王

が
造
っ
た
弥
勒
仏
像
を
元
明
天
皇
が
日
本
に
将
来
し
、
寺
に
安
置
し
た
。
そ
の

寺
が
元
興
寺
で
あ
る
。
の
ち
に
寺
僧
間
に
争
い
が
起
こ
り
、
大
勢
の
僧
が
東
大

寺
に
移
っ
た
。
そ
の
後
法
寺
間
で
合
戦
し
た
が
、
元
興
寺
に
残
っ
た
僧
は
離
散

し
、
元
興
寺
の
仏
法
は
絶
え
た
と
い
う
内
容
の
話
で
あ
る
（
同
話
は
南
都
七
大

寺
巡
礼
記
等
に
あ
る
）
。
両
寺
間
の
争
い
の
箇
所
は
話
全
体
に
比
べ
る
と
ご
く

一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
主
な
部
分
を
次
に
記
す
。
「
然
レ
バ
、
多
ノ
僧
、
東
大
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寺
二
三
シ
ヌ
。
其
間
、
事
二
触
テ
両
寺
不
和
ニ
シ
テ
、
雄
心
合
戦
ス
ル
時
、
老

僧
ノ
所
行
二
非
ズ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
悪
二
被
引
テ
甲
鎧
ヲ
着
テ
、
法
文
・
聖
教
ヲ

不
持
シ
テ
諸
堂
二
棄
テ
、
十
方
二
散
失
ヌ
、
若
僧
ハ
、
『
我
が
師
三
越
ナ
バ
、

我
等
、
亦
、
此
ノ
寺
二
可
住
キ
ニ
非
ズ
』
ト
云
テ
、
累
々
、
各
、
散
失
ヌ
。
然

レ
バ
、
五
日
ノ
内
二
千
余
人
ノ
僧
、
皆
、
失
畢
ニ
ケ
リ
。
其
ヨ
リ
元
興
寺
ノ
仏

法
ハ
絶
タ
ル
也
。
」

 
巻
二
十
第
八
「
財
源
僧
正
、
成
レ
霊
来
二
観
音
院
一
伏
二
余
慶
僧
正
一
語
」
は
欠

話
な
の
で
、
話
の
内
容
は
表
題
か
ら
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
が
、
話
の
背
景
と

し
て
、
良
源
を
代
表
と
す
る
山
門
派
と
余
慶
を
代
表
と
す
る
寺
門
派
と
の
対
立

確
執
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
巻
三
十
一
第
二
十
三
「
多
武
峯
、
成
二
比
叡
山
末
寺
一
語
」
は
、
比
叡
主
僧
慶

命
、
尊
容
の
二
人
が
、
本
寺
の
き
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
多
武
官
を
比
叡
山
の
末

寺
に
し
た
。
興
福
寺
の
僧
徒
が
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
騒
い
だ
が
役
に
立
た
な
か

っ
た
話
。

 
巻
三
十
一
第
二
十
四
「
祇
園
、
成
二
比
叡
山
末
寺
一
語
」
は
、
元
来
興
福
寺
の

末
寺
で
あ
っ
た
祇
園
を
慈
恵
僧
正
襲
爵
が
比
叡
山
の
末
寺
に
し
た
話
。

 
右
の
う
ち
巻
十
一
第
十
五
は
東
大
寺
と
元
興
寺
間
の
争
い
を
扱
う
喝
他
は
山

門
対
寺
門
、
あ
る
い
は
比
叡
山
対
興
福
寺
等
、
比
叡
山
が
関
係
す
る
。
平
安
時

代
中
・
後
期
は
た
し
か
に
比
叡
山
の
勢
力
は
強
く
、
ま
た
山
門
派
対
寺
門
派
の

争
い
は
激
し
か
っ
た
。
た
だ
し
『
今
昔
』
撰
者
が
東
大
寺
僧
で
あ
る
な
ら
ば
、

も
う
少
し
東
大
寺
を
め
ぐ
っ
て
の
寺
院
争
い
の
話
を
と
り
上
げ
て
も
よ
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
こ
こ
で
平
安
時
代
中
・
後
期
（
十
世
紀
半
ば
ぞ
十
二
世
紀
始
め
）
の
主
な
寺

院
争
い
の
事
件
を
掲
げ
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
（
資
料
は
主
に
大
日
本
史
料
と

史
料
綜
覧
に
よ
っ
た
）
。

 
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
六
月
…
興
福
寺
と
東
大
寺
闘
乱
。

 
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
樟
蚕
…
東
大
寺
僧
徒
入
京
し
、
闘
乱
。

 
天
暦
十
年
（
九
五
六
）
一
月
過
多
岡
染
、
比
叡
山
の
末
寺
と
な
る
。

 
応
和
二
年
目
九
六
二
）
七
月
…
春
日
神
社
と
興
福
寺
、
地
を
争
う
。

 
応
和
三
年
．
（
九
六
三
）
八
月
…
応
和
宗
論
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
安
和
元
年
（
九
六
八
）
六
月
…
東
大
寺
と
興
福
寺
、
田
村
庄
の
こ
と
で
闘
乱
。

 
永
柞
元
年
（
九
八
九
）
九
月
…
余
慶
を
天
台
座
主
に
補
し
た
が
連
句
門
徒
は

従
わ
ず
。

 
正
暦
元
年
、
（
九
九
〇
）
十
月
…
興
福
寺
、
東
大
寺
春
日
荘
を
濫
妨
。

 
正
暦
元
年
…
興
福
寺
僧
平
地
、
東
大
寺
末
寺
長
谷
寺
を
押
領
。

 
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
八
月
…
慈
覚
門
徒
と
智
証
門
徒
争
い
、
智
証
門
徒
比

叡
山
を
逃
れ
る
。

 
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
七
月
…
興
福
寺
僧
徒
、
八
省
院
に
行
っ
て
春
日
荘

の
こ
と
を
愁
訴
、
ま
た
東
大
寺
に
お
し
寄
せ
る
。

 
長
和
四
年
置
一
〇
一
五
）
四
月
…
東
大
寺
と
興
福
寺
紛
争
。

 
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
三
月
…
園
城
寺
の
僧
徒
、
延
暦
寺
権
僧
正
明
尊
の

遠
泳
を
焼
く
。

 
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
一
月
…
興
福
寺
の
僧
徒
、
東
大
寺
東
南
院
を
破
壊

す
。 

長
久
三
年
（
一
〇
四
二
）
三
月
…
延
暦
寺
の
僧
徒
、
園
城
寺
円
満
院
を
焼
く

 
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
九
月
…
興
福
寺
の
僧
徒
、
東
大
寺
の
手
面
会
に
行

っ
て
濫
行
。

 
承
保
二
年
（
一
σ
七
五
）
二
月
…
延
暦
寺
と
園
城
寺
の
僧
徒
、
戒
壇
の
こ
と
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で
闘
う
。

 
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
三
丹
…
興
福
寺
僧
徒
、
多
巨
峰
を
侵
す
。

 
同
年
四
月
…
延
暦
寺
僧
徒
、
園
城
寺
を
襲
う
。

 
寛
治
七
部
門
一
〇
九
三
）
八
月
…
天
台
座
主
良
真
、
僧
兵
を
集
め
て
西
塔
を

襲
わ
せ
る
。

 
同
年
十
一
月
…
金
峰
山
衆
徒
（
強
磁
貞
禅
の
入
山
を
拒
ん
だ
た
め
、
興
福
寺

衆
徒
金
峰
山
を
襲
う
。

嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
三
月
…
鞍
馬
寺
衆
徒
と
賀
茂
社
神
人
闘
争
す
。

 
康
和
二
年
（
＝
○
○
）
六
月
…
園
城
寺
衆
徒
、
長
吏
僧
正
隆
明
の
房
舎
を

焼
く
。

 
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
九
月
…
東
大
寺
手
掻
祭
に
、
東
大
寺
と
興
福
寺
の

衆
徒
闘
争
。

 
長
治
元
年
（
二
〇
四
）
六
月
…
延
暦
寺
西
塔
の
衆
徒
闘
争
す
。

 
長
治
二
年
（
＝
〇
五
）
七
月
…
興
福
寺
衆
徒
、
江
中
納
言
匡
房
の
所
領
の

こ
と
で
蜂
起
す
。

 
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
七
月
…
延
暦
寺
仁
与
等
、
東
寺
末
寺
伊
勢
多
度
神

宮
寺
領
を
押
領
。

 
天
仁
元
年
（
＝
○
八
∀
三
月
…
東
寺
僧
を
尊
勝
寺
灌
頂
阿
閣
梨
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
延
暦
．
園
城
寺
衆
徒
入
京
し
訴
う
。
，

 
同
年
九
月
…
興
福
寺
大
衆
、
多
武
峯
の
堂
舎
僧
坊
を
焼
く
。

 
天
永
元
年
（
＝
｝
○
）
十
二
月
…
東
大
寺
と
興
福
寺
、
東
大
寺
領
伊
賀
黒

田
荘
の
こ
と
で
相
論
す
。

 
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
閏
三
月
～
四
月
…
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
大
衆
、
闘

争
寸
前
ま
で
行
く
。

『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
考
、
一
東
大
寺
僧
覚
旧
説
を
め
ぐ
っ
て
一

t冒

 
永
久
二
年
（
一
 
一
四
）
十
一
月
…
石
清
水
・
祇
園
両
社
の
神
人
闘
争
す
。

 
保
安
元
年
（
一
 
二
〇
）
四
月
、
同
二
年
五
月
…
延
暦
寺
と
園
城
寺
の
僧
徒

闘
争
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
以
下
省
略
）

 
右
分
資
料
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平
安
時
代
中
・
後
期
の
寺
院
争
い
は
比

叡
山
、
あ
る
い
は
興
福
寺
関
係
が
大
部
分
で
あ
る
。
東
大
寺
関
係
の
寺
院
争
い

も
主
に
興
福
寺
と
の
対
立
、
争
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
今
昔
」
に
は
東
大
寺

対
興
福
寺
の
争
い
の
話
は
な
い
。
も
し
東
大
寺
僧
が
『
今
昔
』
撰
者
で
あ
る
な

ら
ば
、
東
大
寺
対
興
福
寺
の
話
が
『
今
昔
」
に
あ
っ
て
も
よ
い
。

 
な
お
巻
十
一
第
十
五
の
始
め
に
「
今
昔
、
元
明
天
皇
、
奈
良
ノ
都
ノ
飛
鳥
ノ

郷
三
兀
興
寺
ヲ
建
立
シ
給
フ
、
」
と
記
す
が
、
日
本
古
典
文
学
全
集
頭
注
の
指

摘
の
通
り
、
こ
の
記
述
は
正
確
で
は
な
い
。
即
ち
飛
鳥
の
地
に
建
て
ら
れ
た
の

は
本
元
興
地
で
、
の
ち
に
元
興
寺
は
奈
良
に
移
さ
れ
た
。

 
6
、
東
大
寺
関
係
の
著
名
な
話
を
『
今
昔
』
は
と
り
上
げ
な
い
。

 
『
今
昔
」
が
か
り
に
東
大
寺
東
南
院
の
学
僧
覚
樹
に
よ
っ
て
成
立
し
た
場
合

の
一
つ
の
疑
問
点
は
、
平
安
時
代
後
期
に
東
大
寺
で
伝
わ
っ
て
い
た
著
名
な
話

の
幾
つ
か
層
『
今
昔
』
に
掲
載
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
そ
の
問
題
を
良
弁
と
聖
宝
に
限
っ
て
と
り
上
げ
て
も
左
の
よ
う
な
場
合
が

あ
る
。

 
良
弁
は
初
代
の
東
大
寺
別
当
で
あ
る
（
東
大
寺
別
当
次
第
）
。
東
大
寺
建
立

の
時
に
良
弁
が
功
績
の
あ
っ
た
話
は
『
今
昔
』
巻
十
一
第
十
三
・
三
十
に
も
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
良
弁
に
関
し
て
の
著
名
な
話
は
、
七
大
寺
巡
礼
私
記

（
東
大
寺
）
、
東
大
寺
要
録
巻
一
所
収
の
、
良
弁
が
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
話
で
あ

る
。
即
ち
良
弁
は
誕
生
後
数
ヶ
月
し
て
鷲
に
ざ
ら
わ
れ
た
。
母
親
は
諸
国
を
捜
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し
歩
い
た
が
、
三
十
年
後
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
良
風
は
す
で
に
僧
正
に
な

っ
て
い
た
。
 
『
今
昔
』
巻
二
十
六
第
一
「
於
一
一
但
馬
国
一
鷲
、
醐
墨
取
若
子
「
語
」

に
も
但
馬
国
の
幼
児
が
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
と
い
う
話
を
載
せ
る
が
、
こ
の
話
は

日
本
霊
異
記
巻
上
第
九
を
典
拠
と
す
る
別
の
話
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
覚
樹
は
当

、
然
良
弁
の
話
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ
『
今
昔
』
に
『

霊
異
記
」
を
典
拠
と
す
る
話
を
と
り
入
れ
て
、
良
弁
の
話
を
と
り
上
げ
な
か
っ

た
の
か
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
良
弁
に
関
係
の
あ
る
話
を
も
う
一
話
上
げ
る
と
、
巻
十
七
第
四
十
九
「
金
就

優
婆
塞
、
修
二
行
執
金
剛
神
一
語
」
が
あ
る
。
こ
の
話
は
金
就
優
婆
塞
が
執
金
剛

神
像
の
聴
に
縄
を
つ
け
て
引
き
周
修
行
し
て
い
る
と
、
躇
か
ら
光
が
放
ち
、
宮

殿
に
到
っ
た
。
天
皇
が
優
婆
塞
を
召
し
て
な
ぜ
修
行
す
る
の
か
を
問
う
と
、
優

婆
塞
は
出
家
を
望
ん
だ
。
天
皇
は
出
度
を
許
し
、
金
剛
神
嫁
に
帰
依
し
だ
話
で

あ
る
。
こ
の
話
は
『
霊
異
記
』
巻
中
第
二
十
一
を
典
拠
と
す
る
。
一
方
こ
の
話

は
七
大
寺
巡
礼
私
記
・
東
大
寺
要
録
巻
二
等
に
あ
る
。
特
に
東
大
寺
要
録
は
霊

異
記
か
ら
話
を
引
用
す
る
と
共
に
「
聞
二
二
旧
人
一
分
目
「
古
老
学
海
」
と
し
て

異
伝
を
掲
載
す
る
。
そ
こ
で
平
安
時
代
後
期
に
は
こ
の
話
が
種
々
伝
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
七
大
寺
巡
礼
私
記
等
は
優
婆
塞
と
良
著
と
が

同
一
人
で
あ
る
と
明
記
す
る
が
ゐ
 
（
「
金
高
行
者
即
良
弁
僧
正
是
也
」
巡
礼
私

記
）
、
『
今
昔
』
は
何
と
も
記
さ
な
い
。
『
今
昔
」
撰
者
が
東
大
寺
僧
な
ら
ば

も
う
少
し
東
大
寺
を
意
識
し
て
書
い
て
も
よ
い
よ
う
に
思
う
。

 
東
大
寺
東
南
院
の
初
代
院
主
は
聖
君
僧
正
で
あ
る
。
聖
宝
は
東
南
院
の
建
立

者
と
も
い
わ
れ
る
（
東
大
寺
要
録
肥
壷
、
大
日
本
史
料
延
喜
五
年
七
月
十
一
日

条
参
照
）
。
そ
こ
で
画
品
は
覚
樹
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
人
物
で
あ
っ

 
た
。
と
こ
ろ
が
『
今
昔
」
に
は
聖
意
に
関
す
る
話
が
全
然
な
い
。
覚
樹
が
、
『
今

昔
」
撰
者
で
あ
る
な
ら
ば
聖
宝
が
東
南
院
を
建
立
し
た
話
を
当
然
巻
十
一
の
諸

寺
建
立
縁
起
話
の
申
に
入
れ
る
は
ず
と
考
え
る
が
ど
プ
つ
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ

で
聖
宝
に
関
す
る
話
は
宇
治
拾
遺
物
語
、
古
今
著
聞
集
巻
二
等
に
あ
る
。
特
に

『
著
聞
集
』
巻
こ
の
四
十
一
「
聖
宝
僧
正
東
大
寺
東
坊
に
住
み
鬼
神
を
退
散
せ

し
む
る
事
」
は
東
大
寺
要
録
、
聖
心
僧
正
伝
馬
に
と
ら
れ
て
い
る
著
名
な
話
で

あ
る
。
こ
の
話
は
避
寒
が
東
大
寺
東
坊
に
住
ん
で
い
た
時
、
鬼
が
来
て
様
々
の

形
を
現
わ
し
て
娩
乱
し
た
が
三
宝
は
屈
せ
ず
、
鬼
は
退
散
し
た
話
で
あ
る
。
覚

樹
は
聖
宝
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
話
を
当
然
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
7
、
『
今
昔
』
に
は
村
上
源
氏
の
話
が
少
な
い
。
尊
卑
分
脈
に
よ
る
と
、
覚

樹
は
村
上
源
氏
、
顕
房
男
で
あ
る
。
兄
弟
姉
妹
に
は
太
政
大
臣
雅
実
、
白
河
院

妃
で
堀
川
院
母
の
賢
子
等
が
い
る
。
白
河
院
政
期
に
は
俊
房
、
迫
撃
、
師
忠
、

雅
実
等
が
公
卿
の
座
に
列
し
て
い
る
。
ま
た
村
上
源
氏
の
人
々
の
伝
、
逸
話
は

今
鏡
「
村
上
の
源
氏
」
に
掲
載
し
、
大
き
く
扱
う
。
こ
の
よ
う
に
村
上
源
氏
の

勢
力
は
平
安
時
代
後
期
に
伸
張
し
、
村
上
源
氏
に
関
す
る
話
も
様
々
に
伝
わ
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
具
平
親
王
、
源
師
房
・
俊
房
の
話
は
今
鏡
に
あ
る
ほ
か

袋
草
子
、
江
談
抄
、
後
拾
遺
往
生
伝
等
の
平
安
時
代
後
期
の
諸
書
に
見
え
る
。

一
方
『
今
昔
』
に
は
彼
等
に
関
す
る
話
が
な
い
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
『
今
昔
』
で
扱
う
村
上
源
氏
（
村
上
天
皇
は
除
く
）
．
の
話
は
巻
二
十
八
第

二
十
五
「
弾
正
銀
笛
顕
定
、
出
レ
閾
被
レ
咲
語
」
の
源
顕
定
の
話
で
あ
る
。
こ
の

話
は
公
事
の
席
で
源
顕
定
が
閾
を
出
し
た
の
で
藤
原
範
国
が
笑
っ
た
話
で
あ

る
。
こ
の
話
は
村
上
源
氏
に
と
っ
て
名
誉
な
話
で
も
何
で
も
な
い
。
む
し
ろ
撰

者
は
話
末
の
評
で
「
然
レ
バ
人
、
折
節
不
知
ヌ
由
無
キ
戯
レ
ハ
、
不
為
マ
ジ
キ

奇
手
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
也
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
下
定
の
行
為
を

い
ま
し
め
る
。
撰
者
が
村
上
源
氏
出
身
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
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話
を
掲
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
村
上
源
氏
に
と
っ
て
名
誉
な
話
は
多
く
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
話
を
無
視
し
て
こ
の
よ
う
な
話
を
選
ん
だ
理
由
は
納
得
し
難

い
。

三
、

 
 
 
撰
者
に
関
し
て
の
私
見
．

 
a
、
天
台
宗
僧
の
場
合

 
『
今
昔
』
撰
者
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
様
々
の
説
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
説

の
う
ち
ま
だ
決
定
的
と
思
わ
れ
る
説
は
な
い
。
現
段
階
に
お
け
る
私
の
考
え
を

述
べ
る
と
、
以
前
述
べ
た
よ
う
に
（
「
中
古
説
話
文
学
研
究
序
説
」
桜
楓
社
刊
）

『
今
昔
』
に
は
天
台
宗
系
統
の
要
素
が
強
い
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
ヶ
と

天
台
宗
系
統
僧
侶
説
の
立
場
に
立
ち
た
い
。
そ
こ
で
従
来
出
て
い
る
説
の
中
で
・

は
、
片
寄
正
義
氏
（
「
今
昔
物
語
集
の
研
究
」
上
、
三
省
堂
刊
）
等
が
述
べ
て

お
ら
れ
る
覚
猷
、
忠
尋
、
あ
る
い
は
両
人
に
追
加
し
て
行
玄
が
比
較
的
撰
者
に

近
い
立
場
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

 
『
今
昔
』
．
撰
者
に
近
い
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
行
動
を
と
り
上
げ
る
研
究
者

は
こ
れ
ま
で
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
・
行
玄
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
魏
・

 
尊
卑
分
脈
、
天
台
座
主
記
、
雲
鏡
（
藤
波
の
中
）
等
の
資
料
に
よ
る
と
、
行

玄
は
関
白
藤
原
師
実
の
子
で
あ
っ
て
良
祐
・
寛
慶
・
忠
尋
に
師
事
し
、
覚
猷
・

忠
尋
に
続
き
、
四
十
八
代
天
台
座
主
に
な
っ
て
い
る
。
没
年
は
久
寿
二
年
（
一

一
五
四
）
な
の
で
『
今
昔
』
成
立
時
期
（
十
二
世
紀
初
期
）
に
は
生
存
し
て
い

た
。
ま
た
鳥
羽
上
皇
の
信
任
が
厚
く
、
．
説
話
を
聞
く
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ

と
は
古
事
談
第
五
「
八
幡
強
校
僧
都
成
清
事
」
の
話
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
話
は
、
鳥
羽
上
皇
が
灸
治
の
時
に
御
前
に
人
々
が
祇
介
し
て
遺
物

『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
考
 
一
東
大
寺
僧
覚
旧
説
を
め
ぐ
っ
て
一

語
を
し
た
時
、
行
玄
は
仏
神
霊
験
の
こ
と
を
語
り
申
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

な
お
上
皇
も
説
話
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
即
ち
台
記
（
康
治
元
年
《
＝
四
・

二
》
五
月
十
六
日
条
）
に
よ
る
と
上
皇
は
台
記
の
著
者
頼
長
に
次
の
話
を
す

る
。
1
上
皇
誕
生
の
前
に
、
后
の
母
（
大
納
言
実
季
の
妻
）
は
男
が
生
ま
れ
る

よ
う
賀
茂
明
神
に
祈
っ
た
。
明
神
は
夢
に
現
わ
れ
て
、
男
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ

う
、
間
木
に
あ
る
物
を
と
れ
と
告
げ
た
。
夢
か
ら
さ
め
て
間
木
を
探
す
と
銀
龍

を
得
た
。
ま
た
一
人
の
女
が
后
の
家
に
来
て
、
女
房
に
、
男
子
が
生
ま
れ
る
が

子
の
．
尻
に
疵
が
あ
ろ
う
と
告
げ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
上
皇
が
生
ま
れ
た
。
は
た

し
て
疵
が
あ
っ
た
。
そ
の
疵
は
今
も
あ
る
（
同
額
は
続
古
事
談
巻
一
に
あ
る
）
。

 
私
は
こ
れ
ま
で
の
説
の
中
で
は
覚
猷
、
忠
尋
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
説
に
追

加
し
て
陳
述
が
撰
者
に
近
い
立
場
に
あ
る
と
述
べ
た
が
、
撰
者
そ
れ
自
身
と
は

ま
だ
距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
理
由
を
左
に
述
べ
る
。

 
1
、
天
台
座
主
記
に
よ
る
と
行
玄
の
母
は
右
大
臣
源
僧
房
の
娘
、
麗
子
で
あ

る
（
尊
卑
分
脈
は
藤
原
忠
俊
女
）
。
即
ち
村
上
源
氏
で
あ
る
。
 
『
今
昔
』
に
村

上
源
氏
の
話
の
少
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
行
玄
の
母
が

天
台
座
主
記
の
通
り
な
ら
、
覚
樹
の
場
合
と
同
じ
く
行
玄
も
撰
者
と
し
て
の
資

格
に
欠
け
る
。

 
2
、
巻
十
二
第
九
「
比
叡
山
行
二
舎
利
会
一
語
」
は
、
濡
身
大
師
が
比
叡
山
で

舎
利
会
を
行
な
っ
た
後
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
四
月
（
日
本
紀
略
、
天
台
座

主
記
。
慈
恵
大
僧
正
伝
は
天
元
三
年
四
月
）
に
慈
恵
大
僧
正
が
吉
田
で
行
な
い
、

治
安
四
年
，
（
一
〇
二
四
）
四
月
に
天
台
座
主
院
源
が
祇
陀
林
寺
で
舎
利
会
を
行

な
っ
た
話
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
話
中
「
貞
元
二
年
四
月
」
「
下
潮
」
の
箇
所
が

諸
本
欠
字
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
が
成
立
時
に
後
か
ら
記
入
す
る
た
め
に
意
識
的

に
欠
字
に
し
て
お
い
た
と
す
る
と
、
天
台
座
主
に
な
る
べ
き
人
が
舎
利
会
の
年
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月
や
座
主
の
人
名
を
直
ち
に
わ
か
ら
な
か
う
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
起
こ
る
。

ま
た
前
述
の
巻
三
十
一
第
二
十
四
「
祇
園
、
成
二
比
叡
山
末
寺
一
語
」
の
寺
院
争

い
の
話
の
中
で
、
慈
恵
僧
正
良
士
は
中
中
よ
り
先
に
没
し
て
い
る
が
、
事
実
は

逆
で
、
良
源
は
永
観
三
年
（
九
八
五
）
一
月
に
、
中
算
は
そ
の
前
の
貞
元
元
年

（
九
、
七
六
）
に
す
で
に
没
し
て
い
る
（
日
本
古
典
文
学
全
集
注
参
照
）
。
平
安

時
代
後
期
の
天
台
座
主
な
ら
ば
、
比
叡
山
中
興
の
功
労
者
で
あ
る
良
源
と
興
福

寺
僧
の
代
表
者
で
あ
る
中
算
の
没
年
程
度
は
わ
か
る
と
思
う
が
い
か
が
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
両
者
は
応
和
宗
論
の
席
上
対
決
し
た
が
勝
敗
不
明
の
ま
ま
終
っ
て

い
る
。

 
3
、
 
『
今
昔
」
撰
者
は
、
天
竺
か
ら
日
本
に
か
け
て
の
様
々
な
傾
向
の
話
を

総
合
的
に
集
め
、
組
織
化
す
る
と
い
う
雄
大
な
構
想
の
持
主
で
あ
り
、
撰
者
自

身
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
み
こ
む
資
質
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
。
こ
の
傾
向
は
別

稿
で
扱
う
よ
う
に
他
の
方
面
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

．
仏
法
話
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
様
々
な
要
素
、
性
格
が
見
ら
れ
る
中
で
特
に

天
台
宗
Z
係
り
の
あ
る
傾
向
の
要
素
が
あ
る
が
、
比
叡
山
の
中
で
学
問
修
行
し

て
天
台
座
主
を
目
ざ
す
と
い
う
よ
り
は
、
撰
者
が
だ
れ
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が

少
な
く
て
も
心
情
的
に
は
、
俗
化
し
た
既
成
教
団
に
満
足
せ
ず
ハ
道
心
を
発
し

て
本
寺
本
山
か
ら
去
り
、
静
か
な
山
寺
で
修
行
し
、
往
生
す
る
と
い
う
生
き
方

に
理
想
を
求
め
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

 
例
え
ば
大
日
本
国
法
華
経
験
記
に
典
拠
の
あ
る
話
に
つ
い
て
、
 
『
験
記
」
と

「
今
昔
」
の
表
現
を
対
比
す
る
と
、
『
今
昔
』
撰
者
の
付
加
文
と
思
わ
れ
る
も

の
の
中
に
左
の
一
文
が
く
り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
・

 
「
然
レ
ド
モ
、
道
心
深
キ
が
三
二
、
偏
三
名
聞
ヲ
離
レ
テ
、
官
職
…
ヲ
辞
シ
テ

魚
尾
横
川
二
籠
居
ヌ
。
」
 
（
巻
十
二
第
三
十
二
「
横
川
源
信
僧
都
語
」
、
験
記

巻
下
第
八
十
三
、
験
記
は
同
じ
箇
所
を
「
背
二
丈
仮
名
聞
一
山
門
深
閉
・
跡
」
と

す
る
。
）

 
「
而
ル
間
、
竪
固
ノ
道
心
発
テ
本
山
ヲ
去
ナ
ム
ト
思
フ
心
付
ヌ
、
遂
二
山
ヲ

出
テ
、
金
峰
ノ
旧
室
二
至
リ
ヌ
。
」
 
（
巻
十
三
第
三
「
陽
勝
、
修
二
苦
行
【
成
二

仙
人
一
語
」
、
験
露
量
中
等
四
十
四
、
験
記
は
「
登
二
金
峰
山
一
槍
二
仙
旧
慣
こ
）

 
「
而
ル
間
、
法
空
、
世
ヲ
厭
テ
、
仙
ノ
道
ヲ
求
メ
ム
ト
思
フ
心
忽
二
発
テ
、

本
寺
ヲ
棄
テ
～
生
国
出
帆
テ
、
」
 
（
巻
十
三
第
四
「
下
野
国
書
、
住
二
古
仙
洞
一

語
」
、
験
牛
巻
中
第
五
十
九
、
験
記
は
「
下
二
向
生
国
二
）

 
「
道
心
を
発
し
て
本
山
を
去
る
」
、
の
一
文
は
類
型
的
な
一
文
と
も
い
え
よ
う

が
、
心
情
的
に
は
こ
の
よ
う
な
生
き
方
に
理
想
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
 
『
今
昔
』
の
登
場
人
物
の
中
で
は
増
賀
（
巻
十
二
第
三
十
三
）
・
長
増
（

巻
十
五
第
十
五
）
・
単
玉
保
胤
．
（
巻
十
九
第
三
）
等
こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
し

た
人
の
話
は
多
い
。

 
b
、
東
大
寺
僧
の
場
合

 
今
日
『
今
昔
』
撰
者
が
だ
れ
か
は
不
明
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
『
今

昔
』
を
検
討
し
て
後
に
撰
者
を
推
定
す
る
な
ら
ば
焦
点
を
さ
ら
に
し
ぼ
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
学
界
の
趨
勢
は
そ
こ
ま
で
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
私
自
身
到
底
そ

れ
だ
け
の
力
は
な
い
。

 
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
私
の
力
か
ら
す
る
と
、
私
は
東
大
寺
僧
侶
説

と
比
べ
れ
ば
天
台
宗
系
統
僧
侶
説
に
加
担
す
る
が
、
前
述
し
た
要
素
が
『
今
昔

」
に
あ
る
こ
と
か
ら
東
大
寺
僧
侶
説
も
一
概
に
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
東
大
寺
僧
な
ら
ば
だ
れ
が
撰
者
と
し
て
よ
り
妥
当
か
に
つ
い
て
の

私
見
を
述
べ
る
。

 
私
は
覚
樹
よ
り
も
弟
子
の
白
鍵
の
方
が
妥
当
性
が
高
い
と
思
う
が
い
か
が
で
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あ
ろ
う
。
覚
鎖
は
新
義
真
言
宗
の
開
祖
で
あ
る
が
、
，
東
大
寺
で
覚
樹
の
弟
子
と

な
り
、
一
方
鳥
羽
僧
正
覚
猷
に
師
事
し
て
い
る
（
最
近
の
覚
鑓
研
究
に
は
櫛
田

良
能
氏
「
覚
鑓
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
刊
が
あ
る
）
。
そ
こ
で
東
大
寺
の
話
や

天
台
宗
系
統
の
話
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
。
今
日
覚
、
、
い
、
の
談
義
を
集

録
し
整
理
し
言
書
「
覚
鑓
聖
人
伝
法
会
談
義
打
聞
集
」
 
（
ま
た
は
「
真
言
宗
談

義
聴
聞
集
」
。
こ
の
書
に
関
し
て
は
永
井
義
憲
氏
「
真
言
宗
談
義
聴
聞
集
の
説

話
」
豊
山
学
報
昭
和
四
十
二
年
三
月
が
く
わ
し
い
）
が
存
在
す
る
。

 
こ
の
『
聴
聞
集
』
に
は
円
珍
・
豊
前
等
天
台
宗
系
統
の
話
、
世
俗
話
が
あ
り

ま
た
打
聞
集
、
 
『
今
昔
』
と
の
同
類
…
話
も
あ
る
。

 
そ
れ
で
は
覚
 
は
『
今
昔
』
撰
者
と
し
て
適
任
者
か
と
い
う
と
、
覚
樹
と
比

べ
れ
ば
妥
当
性
は
高
く
、
説
話
集
を
編
集
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
 
『
今

昔
』
撰
者
と
な
る
と
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
『
聴
聞
集
」
の
話
を
調
べ
る
と

空
海
、
聖
宝
、
真
心
、
旗
挙
等
真
言
宗
関
係
者
の
話
が
多
い
。
申
に
は
『
今
昔
」

と
重
複
す
る
話
も
あ
る
が
、
『
聴
聞
集
』
独
自
の
話
が
多
い
。
 
『
今
昔
』
が
も

し
覚
鐙
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
な
ら
ば
多
く
の
真
言
宗
関
係
者
の
話
を
集
録
し

た
と
考
え
る
。

結
 
 
び

 
以
上
、
酒
井
氏
の
御
仁
に
刺
戟
を
受
け
て
『
今
昔
』
撰
者
に
関
し
て
の
私
見

を
述
べ
た
。
本
論
文
に
お
け
る
私
の
考
え
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

鈴
鹿
本
『
今
昔
』
が
東
大
寺
で
書
写
さ
れ
た
こ
と
の
御
指
摘
は
酒
井
氏
の
功
績

で
あ
る
。
だ
か
ち
と
い
っ
て
『
今
昔
』
の
撰
者
を
東
大
寺
僧
、
特
に
覚
樹
と
さ

れ
る
こ
ど
に
は
飛
躍
が
あ
る
。
 
「
今
昔
』
内
部
を
調
べ
る
と
東
大
寺
一
説
と
関

係
づ
け
ら
れ
る
要
素
が
あ
る
一
方
、
疑
問
点
・
矛
盾
点
が
多
い
。
私
と
し
て
は

『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
考
 
-
東
大
寺
僧
覚
旧
説
を
め
ぐ
っ
て
一

層
比
叡
山
、
あ
る
い
は
天
台
宗
と
関
係
の
あ
る
要
素
が
強
い
こ
と
か
ら
、
、
こ
れ
ま

で
の
撰
者
説
の
中
で
は
覚
猷
・
忠
士
、
あ
る
い
は
両
人
に
追
加
し
て
行
玄
が
撰

者
に
近
い
立
場
に
あ
る
と
思
う
。
た
だ
し
三
人
を
直
ち
に
撰
者
と
す
る
に
は
疑

問
点
が
残
る
。
東
大
寺
僧
の
申
で
は
覚
樹
よ
り
も
覚
鎖
の
方
が
妥
当
性
が
高
く

説
話
集
編
纂
者
と
し
て
適
任
で
あ
る
が
、
『
今
昔
」
撰
者
と
し
て
は
へ
だ
た
り

が
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
，

 
注
、
鳥
羽
法
皇
御
前
で
の
巡
り
物
語
と
宇
治
拾
遺
物
語
ど
の
関
連
に
つ
い
て

 
 
は
益
田
勝
実
氏
「
貴
族
社
会
の
説
話
と
説
話
文
学
」
 
（
解
釈
と
鑑
賞
昭
和

 
 
四
十
年
二
月
）
、
小
峰
和
明
氏
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
成
立
と
宇
治
大
納
言

 
 
物
語
」
 
（
国
文
学
研
究
昭
和
五
十
年
二
月
）
が
あ
る
。

 
付
記
1
、
本
論
論
蔵
、
今
昔
物
語
集
、
日
本
霊
異
記
、
大
日
本
法
華
経
験
記

を
そ
れ
ぞ
れ
『
今
昔
』
『
霊
異
記
』
『
験
記
』
の
略
称
を
用
い
た
。
な
お
テ
キ

ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
、
日
本
思
想
大
系
に
よ
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
、

 
付
記
2
、
酒
井
氏
に
は
研
究
上
お
世
話
を
い
た
だ
き
な
が
ら
異
見
を
さ
し
は

さ
ん
だ
こ
と
に
つ
き
、
お
わ
び
申
し
上
げ
る
。
た
だ
し
氏
の
貴
重
な
藩
論
の
一

部
に
対
し
て
異
見
を
い
だ
き
な
が
ら
述
べ
な
い
の
は
か
え
っ
て
失
礼
か
と
存

じ
、
あ
え
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
御
了
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

 
付
録
 
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
源
氏
系
図

 
『
今
昔
』
．
で
親
子
関
係
を
明
記
す
る
場
合
は
実
線
で
、
明
記
し
な
い
場
合
は
点

線
で
記
す
。
主
要
入
物
と
し
て
登
場
す
る
場
合
は
［
〕
で
か
こ
む
。
清
和
源
氏

の
う
ち
経
基
王
の
子
孫
は
「
三
図
説
話
文
学
研
究
序
記
」
三
七
二
頁
で
記
し
た

の
で
省
略
す
る
。
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高
明
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ロ
ー
-
一
…
…
顕
基

6
、
村
上
源
氏
…
顕
定

・
陶
国

7
、
そ
の
ほ
か
…
護
-
扶
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
1
、
「
北
辺
ノ
左
大
臣
ト
申
ス
人
御
座
ケ
リ
、
名
ヲ
信
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
嵯
峨

天
皇
ノ
御
子
也
」
 
（
巻
二
十
四
第
一
）
、
「
源
ノ
憩
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
、
内
匠

ノ
頭
適
ト
云
ケ
ル
人
ノ
第
七
子
也
。
 
（
中
略
）
憩
が
兄
二
安
法
ト
云
フ
僧
有

り
」
 
（
巻
十
五
第
三
十
三
）
、
こ
の
ほ
か
定
（
巻
二
十
六
第
十
三
）
、
融
（
巻

二
十
七
第
二
）
、
充
（
巻
二
十
五
第
三
）

 
2
、
滋
之
（
巻
二
十
八
第
三
）

 
3
、
「
加
賀
ノ
前
司
源
ノ
兼
澄
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。
其
ノ
三
二
、
一
人
ノ
女

人
有
」
 
（
巻
十
三
第
三
十
六
）
、
し
の
ほ
か
三
盛
（
巻
二
十
八
第
三
。
正
し
く

は
平
氏
）
是
輔
（
巻
二
十
七
第
四
）
、
忠
理
（
巻
二
十
九
第
十
二
）
、
道
済
（

巻
二
十
四
第
四
十
六
）
、
三
盛
（
巻
二
十
四
第
三
十
。
な
お
「
今
昔
』
は
「
藤

原
困
盛
」
と
す
る
）
。
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公
忠
（
巻
二
十
七
第
十
）
。

 
4
、
 
「
丹
波
中
将
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
、
名
ヲ
バ
雅
通
ト
云
フ
、
右
少
弁
ノ

［
口
入
道
ト
云
フ
人
ノ
子
也
。
」
（
巻
十
五
第
四
十
三
）
、
「
右
近
中
将
源
三

方
朝
臣
ト
云
ケ
ル
人
ハ
［
〕
ノ
子
也
。
」
 
（
巻
二
十
四
第
三
十
七
）
、
こ
の
ほ

か
扶
義
（
巻
二
十
七
第
四
）
、
済
信
大
僧
正
（
巻
十
二
第
二
十
二
）

．
5
、
「
源
博
雅
朝
臣
ト
云
人
有
ケ
リ
、
延
喜
ノ
御
子
ノ
兵
部
卿
ノ
親
王
ト
申

人
ノ
子
也
」
（
巻
二
十
四
第
二
十
三
）
、
「
（
懐
国
）
供
奉
ハ
筑
前
ノ
守
、
源

ノ
道
成
ノ
朝
臣
ノ
弟
也
」
 
（
巻
二
十
第
三
十
五
）
、
こ
の
ほ
か
邦
正
（
巻
二
十

八
第
二
十
一
。
な
お
『
今
昔
』
は
邦
正
を
欠
字
に
す
る
）
、
行
任
（
巻
二
十
六

第
十
二
）
、
章
家
（
巻
二
十
九
第
二
十
七
）
、
高
明
（
巻
二
十
七
第
三
）
、
顕

基
（
巻
十
九
第
十
六
）
、

 
6
、
顕
定
（
巻
二
十
八
第
二
十
五
）

 
τ
、
護
・
扶
（
巻
一
．
一
十
五
第
一
）
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っ
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